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だでうめ～ぞぉ!! ぬがボッケ
松前さくら漁協青年部（堀川雅人部長）では、前

浜で獲れたホッケを「ぬがボッケ」に加工し、付加
価値をつけて販売しています。
作業は毎年12月から３月にかけて行われ、ホッケ

の頭やはらわたを除いてから青年部秘伝の味付けで
漬け込み、その後約４週間乾燥させてできあがりと
なります。年々口コミで人気が高まり、今年は
1,370袋の製品に仕上げましたが、品切れとなるく
らい大好評でした。ほかにもみりん干しや素干しを
作り、こちらもうまいと評判です。
「ぬがボッケは酒のつまみに最高だ　一度、食って
みてけれ!!」
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好きこそ物の
上手なれを信じて

AQUACULTURE ROAD漁業士発―――――アクアカルチャーロード 

落石漁協指導漁業士の水口清一さ

んは、主にサケマス流し網漁やサン

マ棒受け網漁、タコ空釣り縄漁など

の漁船漁業を営んでいます。

小学生の頃、父親のコンブ漁を手

伝いながら船が沖に出て行くのを見

て、自分もコンブ獲りではなく、船

に乗って広い海に漕ぎ出したいなと

憧れていたそうです。高校卒業後に

漁師となり、23歳で船を造り、24

歳で漁労長となりました。

「昔の先輩たちは、『漁師が嫌い

だったらやめれ、好きだったらやれ。

好きこそ物の上手なれで、好きなら

成功できる。石の上にも3年という

が、漁師は第一次産業だから5年や

ってみろ。それでだめだったらあき

らめて違う仕事につけ』そういうこ

とを言ってくれた。それを信じて修

行した」と水口さんは話します。

指導漁業士の話がきたときに、指

導といっても自分はつくり育てる漁

業をやっていないので、資源管理型

での指導的立場で良いのならと引き

受けたそうです。

「自分が学んだことを教えてやり

たい、若い奴らを育ててやりたいと

思ってはいるが、だからといって、

みんなを集めてあれこれしゃべる気

はない。聞きたいことがあったら、

聞きにきたらなんぼでも教える。普

段は、オレの後ろ姿を見て学んでけ

れと、そういう姿勢でいる。昔の職

人はそうしたもんだろ」

最近、タコの漁獲量が増えました

が、水口さんは資源の先行きに不安

を感じています。

「産卵礁を入れているおかげもあ

るだろうが、増えているからといっ

て喜んでどんどん獲っていると痛い

めに合う。タコ空釣り漁を30年やっ

ているが、獲れなくなって2～3年休

漁したこともあった。獲れていると

きこそ資源管理が必要だ」

内で賄わなければならない時代がい

つかやってきます。

「今からきちんと国策で第一次産

業を守らなければ、そのときになっ

て、農業や漁業の従事者がいなくな

っているかもしれない。担い手が残

ってくれるような魅力ある産業にす

るには、我々の力と行政の力を合わ

せていくことが必要だ」

例えば牛乳が余って捨てなければ

ならない、サンマを獲ってきても二

束三文でミールに回される。生産者

として生産した物を有効に活用して

ほしいのに、こんな時こそ国の出番

ではないのかと水口さん。

「外国に経済援助をしているのだ

から、それに使えば良い。脱脂粉乳

やサンマの缶詰にしてアフリカなど

飢えに苦しむ国に送るとか、そうい

うふうに有効利用してほしい」

自分は魚を獲るのが好きだから、

漁師という仕事に誇りを持っている

から、漁業を、漁村を守っていきた

い。今いる大人たちが知恵を出し合

って、若い人たちが魅力を感じて根

付いてくれるような地域になってほ

しいと水口さんは願っています。

落石漁協指導漁業士
水口　清一さん
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資源管理型の漁業士

余った物の有効利用を

落石ではこれといって、つくり育

てる漁業を行っていませんが、何か

しなければならない時期に来ている

と水口さんは言います。

「昔、ホタテの地蒔きをやってみ

たが失敗した。もともとホタテのい

る海じゃなかったから当然だったか

もしれない。人間の力で種をまいて

収穫できるような漁業が、ここでも

そろそろ必要だ。何ができるのか模

索中だが、去年くらいから試験的に

ウニを移殖している。ウニを大々的

に増やしていくのがいいんじゃない

かと思っている」

世界の人口はどんどん増えていき

ます。食料生産を輸入に頼らず、国

ウニの増殖を



ハタハタ産卵場の創出について（第２報）

今回の報告は、平成16年10月

の「育てる漁業No.377号アクア

カルチャーロード：ハタハタ産卵

場の創出について」の続報です。

北海道開発局室蘭開発建設部で

は、海岸近傍に密集している民家

や公共建物、土木施設等の災害防

止と国土の侵食を防止することを

目的として、平成２年度より苫小

牧市元町地先、平成11年度より

白老町大町地先においてタンデム

型人工リーフ（２基の人工リーフ

を岸沖方向へ並べて、砕波を２回

発生させるなどにより、通常の人

工リーフに比べ小さな断面で同程

度の消波効果が期待できる：図

１、２）を建設しております。

苫小牧については、平成16年

度に３基全てが完成しております

が、白老については、現在、２基

目を建設中です。

また、人工リーフは、海岸保全

という目的以外にも、砂浜地帯に

建設される構造物ですので、海藻
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図２　タンデム型人工リーフの概念図
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図1 苫小牧市元町地先・白老町大町地先

類が人工リーフに着生することが

可能となり、それを餌料とするウ

ニ類の生息場の造成や、魚類の蝟

集効果としての付加価値が期待さ

れております。

当公社では、室蘭開発建設部の

依頼により、人工リーフの建設前、

建設中（白老）、建設後（苫小牧）

のモニタリングとして、ホッキガ

イ等の稚貝、幼貝、成貝の分布状

況や底質状況、海藻類の付着状況、

魚類の蝟集状況調査等を実施して

おります。

ハタハタ産卵場の創出について（第２報）
はじめにはじめに

ハタハタと産卵基質ハタハタと産卵基質

まず、ハタハタの産卵について

一般的な知見を簡単に述べたいと

思います。

北海道におけるハタハタの産卵

期は、10月下旬から12月中旬で、

ホンダワラ類のような茎のしっか

りした海藻に卵を産み付けます。

産み付けられた卵は、２月頃にふ

化し、浮遊生活後、藻場から砂浜

域に移動し、沿岸の水温が高くな

るとともに、沖合いの深みに移動

すると言われております。

一方、産卵基質とされるホンダ

ワラ類は、スギモク・ウガノモ

ク・ジョロモク・フシスジモクな

どがあり、褐藻類のヒバマタ目ホ

ンダワラ科に属し、ガラモ場と呼

ばれる優占群落を形成します。ま

た、ホンダワラ類は、気泡をもつ

ため、枯死後、流失しますが気泡

によって、海面を漂う流れ藻とな

り、サンマやイカなどの産卵場、

さらには回遊性魚類の住みかとな

ることが知られております。
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しかし、ホンダワラ類は、動物

と同じように卵と精子による有性

生殖が行なわれることから、これ

らが繁茂するためには、幼胚が着

生できる比較的波浪の静穏な場所

が、群落を形成する一つの条件に

挙げられます。

ちなみに、白老人工リーフにお

きましては、ハタハタ産卵場の創

出試験以前の調査では、人工リー

フに着生するホンダワラ類は確認

されませんでした。

せる手法を選択しました。

そこで、まず、第１段階の目的

として、波あたりの激しい海域に

設置されているリーフに基質が着

生するか、第２段階として基質が

再生産するのか、そして、最終目

的の第３段階として、ハタハタが

この基質を産卵場として利用する

かです。

ハタハタの産卵基質としては、

白老港でその生育が確認されてい

るウガノモクを採用しました。

ウガノモクは、海水温が13～

15℃になる６～７月に卵（幼胚）

を放出すると報告されていること

から、平成15年６月に白老港で

ウガノモクの母藻を採取しまし

た。これを室内において、母藻か プレートを人工リーフに設置し

た約３ヶ月後の平成16年１月に

は、約１㎝に成長したウガノモク

が確認されました（写真１）。ま

た、その５ヶ月後の６月には、

10㎝ほどに成長しておりました

が、沖側の人工リーフに設置した

プレートより陸側のプレートで成

長はよく、設置箇所による成長の

差が見受けられました（写真２、

３）。しかし、沖側のプレートは、

ら卵を繊維強化プラスティック

（以下、プレートと称します）に

着生させ、約４ヶ月間室内で育成

させた後、同年10月に沖側と陸

側の人工リーフの８箇所（水深３

～５m）に合計60枚のプレート

を設置しました（１箇所当たり７

～８枚設置）。

なお、プレートを設置する面につ

きましては、あらかじめ、他の海藻

類および動物類を排除し、水中ボン

ドでプレートを固定しました。

また、このとき、プレートに着

生しているウガノモクは５㎜程度

に成長しておりました。

産卵基質の選択と設置産卵基質の選択と設置

追跡調査追跡調査

今回は、砂浜域に設置された人

工リーフにハタハタの産卵場を創

出するため、人工リーフにホンダ

ワラ類といった産卵基質を着生さ

写真2 設置8ヶ月後の状況（沖側水深4m）

写真1 設置3ヶ月後の状態

写真3 設置8ヶ月後の状況（陸側水深4m）
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18年３月に観察したところ、例

年、産卵が確認されている白老港

では、多数の卵塊が着生（写真７）

しており、さらには、人工リーフ

周辺の刺網による調査では、抱卵

したハタハタが確認されたにも拘

わらず、人工リーフのウガノモク

においては、ハタハタの卵はひと

つも確認されませんでした。

今後の取り組み今後の取り組み

プレート自体が剥がれてしまって

いたものも確認されました。

さらに、設置20ヶ月の平成17

年６月の状態を観察すると、沖側

のプレートのウガノモクは10～

100㎝に成長しており、水深５m

より水深４mで成長が良いことが

確認されました（写真４）。

一方、陸側のプレートでは、全

ての箇所で、200㎝以上に成長し

ており、成長の良い個体は、水面

まで伸びておりました（写真５）。

また、陸側のプレート周辺には、

新たなウガノモクの着生（写真６）

が確認されたことから、再生産し

た可能性が高く、陸側リーフにお

いては、第１、２段階の目的は達

成されたと云えます。しかしなが

ら、ハタハタの産卵期後の平成

写真６　プレート周辺に着生するウガノモク 写真７　ハタハタの卵塊（白老港）

これまでの調査において、人工

リーフに設置した基質から、ハタ

ハタの卵が確認されなかったこと

から、ハタハタの産卵場として、

この基質が利用されるのか否かの

評価はできず、今後の課題として

残されました。

この問題として、まず第１に人工

リーフ周辺がハタハタの産卵回遊す

る場であるのか、第２に基質の設置

箇所が沖側４箇所、陸側４箇所しか

なく、ガラモ場なる海中林が形成さ

れたとはとても言い難い状況であっ

たことが考えられます。

今後は、ハタハタの産卵回遊状

況を把握すること、また、人工リ

ーフに設置するプレートを増設す

ると同時に、その設置範囲をある

程度間引きしながら、拡大させる

などの改善策が必要と考えます。

さらに、プレートの設置は、潜水

作業による非常に手間のかかる作業

ですので、実用化するためには、基

質の設置方法を工夫する（リーフの

施工前に種を添付する等）改善策等

が必要であると考えます。

（環境調査課　巻口範人）

写真4 設置20ヶ月後の状況（沖側水深5m） 写真5 設置20ヶ月後の状況（陸側水深4m）
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奥尻町あわび種苗育成センター訪問
奥尻町あわび種苗育成センター

は、平成11年5月に竣工した町の

施設で、現在は町職員1名とパー

ト職員2名でセンターを管理し、

アワビ種苗を育成しています。

施設は鉄骨2階建てで、一階に

は水槽が2段になっている2.4t型

FRP多段水槽が48基設置されて

おり、2階には同2.4t型FRP多段

水槽32基と7.5t型FRP水槽15基

が設置されています。

取水能力は毎時160tで、沖だ

し180m、水深12mの地点から取

水しています。

は全部ぐちゃぐちゃにひっくり返

り、給水管も壊れてしまいました。

手塩にかけて育てて来たアワビが

全部だめになってしまい、悔しい

思いをしました」と話します。

「アワビ種苗生産をしてきて7年

経ちます。また、ゼロからのスタ

ートになってしまいましたが、生

産サイクルを早く立て直して、漁

業者の人に喜んでもらえるような

健苗を作っていきたいです」

採卵見合わせ中間育成

温泉で温度調節

25万個体制を目標に

平成16年9月、台風18号によ

る被害で施設が破損し、アワビ種

苗が全滅してしまいました。

施設の復旧後は採卵を一時見合

わせ、昨年3月に当公社より25㎜

種苗を搬入して中間育成を行って

います。

2.4t水槽1槽に12個カゴをセッ

トし、25㎜種苗を1カゴに500個

の密度で収容しています。給餌は

日曜日を除く毎日行い、週に２回、

水槽の底掃除をします。成長具合

を見て10～11月に一度目の選別

を行い、35～40㎜に成長したも

のを1カゴ300～350個の収容密

度にし、5月に出荷選別を行い、

5月下旬から6月上旬に出荷しま

す。今年は、50㎜種苗を14万

8500個出荷する予定です。

同センターの種苗は島内での海

中養殖用で、漁業者が購入して65

㎜以上に育てて出荷しています。

センター開設当初から種苗生産

に携わっている管理係の道下一嗣

さんは「台風の高波で一階の水槽

道下一嗣管理係

災害後、昨年の秋に１部試験的

に採卵を開始しましたが、今年度

の採卵をどうするかは検討中で、

今春も当公社より25㎜種苗を搬

入して中間育成する予定です。

今後の生産体制は、まだ、未定

ですが、種苗の要望数とのバラン

スを図りながら、町としては50

㎜種苗25万個の生産体制を目指

したいとしています。
出荷間近のアワビ種苗

ト職員5名の体制で、40㎜種苗

20万個、50㎜種苗15万個の合計

35万個を生産する計画でスター

トしました。採卵は、春（3月下

旬～4月上旬）と秋（9月下旬～

10月上旬）の2回行っていました。

同センターの特徴は、温泉水利

用による温度調節機能です。同セ

ンターの前浜の海水温は冬期間、

6℃前後になりますが、毎分

400R約66℃の温泉で10℃ほど

昇温することができ、冬場でも約

16℃の飼育海水温を保持してい

ます。

開設当初は、町職員3名とパー
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４月21日に函館市湯ノ川の大黒

屋旅館会議室において、本年度第

１回漁業生産技術研修会が開催さ

れました。今回は、渡島南部地区

の漁業士会と共催で行われました。

ナマコは、今北海道の沿岸漁業

の皆さんから最も注目されている

種であり、価格も漁獲量もこの数

年うなぎ登りになっています。そ

のため、資源の現状についての関

心や乱獲への不安と共に栽培技術

の成果に対する大きな期待もあり

ます。

それだけに酒井科長の世界中の

分布や資源減少の実例、中国での

地域による需要の違い、生産技術

の実情などの分かりやすい講演に

会場の皆さんから、良い勉強にな

ったと感謝の声も聞かれました。

た。具体的には、ノロウィルスを

取り上げ、その特性や存在場所な

どを紹介した後、『魚介類から発

見されて発症した時、消費者はど

のような反応をするか、結果とし

て漁業者の責任にされることにな

る。従って、漁業者はウィルスの

ことをよく知り、その対策を立て

ておくことにより、安全性をきち

んとアピ－ルする姿勢を持って漁

業を経営しなければ、これからは

産業として成り立たなくなる』と

訴えました。

山下助教授は、水産業を巡る安

全、安心の観点を大きな切り口と

して、独特の親しみやすく語りか

けるような口調で講演されまし

講師のお二人

渋谷会長挨拶

聞き入る参加者

ナマコの講演

漁業士会の総会の後、３時過ぎ

から始まり、渋谷会長と、栽培公

社からの挨拶に引き続き、お二人

の方が講演を行いました。

最初に「ナマコの栽培技術と資

源管理」と題して、栽培水産試験

場生産技術部の酒井科長が、続い

て「これからの漁業」という題で

北大大学院水産科学研究院の山下

助教授がそれぞれ40分ずつパ

ワ－ポイントを駆使して、わかり

やすく、熱い気持ちを込めて講演

されました。

参加者は、渡島南部漁業士会の

15人の方は勿論、恵山漁協の高

島組合長はじめ、各漁協幹部職員、

函館市、渡島支庁、函館水試、渡

島南部地区水産技術普及指導所な

ど総勢44人でした。

講演内容が今日的でタイムリ－

な事もあり、質疑時間も足りない

ほどでした。

研修会終了後、行われた懇親会

でも講演内容について熱く語りあ

い、アットホ－ムな感じで盛り上

がっていました。

最後に、本研修会の開催準備を

支えてくれた渡島南部地区水産技

術普及指導所の皆様に紙面を借り

て厚く御礼申し上げます。
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母 母 母 
ひやま漁協女性部奥尻支部長

大須田コヨさ
ん

奥尻では6月に「賽の河原祭」、

7月に「室津祭」、8月に「なべつ

る祭り」と大きなイベントが3回

あり、賽の河原祭にはイカ飯や山

菜ご飯、ホッケのすり身汁、お汁

粉などを女性部で作って売り、な

べつる祭りにはウニご飯やウニ

汁、タコ飯やイカ飯、おにぎり、

お汁粉などを売って活動資金に充

てています。室津祭はお手伝いで、

出店はしていません。

南西沖地震で当時の女性部長さ

んがお亡くなりになり、数年間、

女性部の活動は途絶えていました

が、再結成され、私は平成12年

から部長を引き受けています。

実は、9年前に今の夫と再婚す

るまで漁師のことは何も知らなか

ったので、失敗談には事欠きませ

ん。逆に知らないからこそ何でも

聞けたし、何でも挑戦してみよう

という気になったのかも知れませ

ん。みんなに怒られたり笑われた

りしながらも協力していただい

て、ここまでやってこれました。

一番うれしいのは、春が近づく

と部員さんに「今年もまた木を植

えるんでしょ」と言ってもらえる

ことです。漁協女性部の活動って

どんなことをするのか、何も分か

らない時にひやま大会が奥尻で開

催され、その時から奥尻でも植樹

を始めました。私自身、初めて植

樹のことを聞いたときはなんで木

を植えなきゃならないんだろうと

思ったぐらいですから、最初はみ

んなの理解を得るのに苦労しまし

た。今では、男の人も手伝ってく

れるようになり、植樹活動が根付

いてくれたなと感じています。

植樹にイベント、活動が定着し

て私の役目も一段落したところ

で、次の人にそろそろ交代しても

らえたらと思っています。

植樹活動が根付いて


